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日本における青少年の薬物使用の実態

およびその説明モデルの検証

呉 鶴 山﨑喜比古 川田智恵子

　東京都内の公立高校14校の4,194人を対象に，無記名の自記式質問紙調査を行い，青少年にお

ける薬物使用者の実態と，薬物使用と飲酒・喫煙との関係を明らかにし，また，3つの逸脱行為

論（StrainTheory, SocialControl Theory, DifferentialAssociationTheory）を用いて薬物使用の説

明モデルを作成することを目的とした。

　その結果，以下のような知見が得られた。

1.　全対象者4,171人のうち，薬物使用者率は6.1％であり，男子では女子より高く，学年が上が

るにつれ増加する傾向が認められた。また，薬物使用を誘われた経験があった318人のうち，

233人（73.3％）が誘われたことがきっかけで使用していた。薬物使用の開始時期は中学校1

年の時が最も多く，次に小学校6年以前であった。

2.　薬物使用者の95.3％が薬物よりも先に飲酒または喫煙を経験していたことが明らかになっ

た。このことから，飲酒や喫煙は薬物使用のGateway Drugである可能性が示唆された。

3.　多重ロジスティック回帰分析を行った結果，各理論の中心概念の中で薬物使用を最も有効に

説明するのは「DifferentialAssociation（薬物使用に寛大な環境や雰囲気への接触）」であるこ

とが示された。

説明モデルを作成するため共分散構造分析を行った結果，GFIは0.96，AGFIは0.94であった。

　この分析によっては，家族・学校の絆やコントロールの弱さが薬物に寛大な環境に接しやすく

させ，次に，第1に，直接的に薬物使用に至る経路と，第2に，その環境に接することによっ

て，薬物を使用しても問題ない，少しなら大丈夫などのBeliefを生み，そして薬物使用に至ると

いう経路があることが示された。

　この論文では，以上の知見をもとに，薬物使用を予防するための教育や施策のあり方について

考察した。
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